
　
「
平
成
２０
年
度
重
点
施
策
の
う
ち
主

な
事
業
の
決
算
額
を
伺
う
」
と
質
疑
が

あ
り
、
「
バ
ス
路
線
対
策
費
約
１
億
２

千
万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
４２
億

３
千
万
円
、
子
ど
も
医
療
助
成
事
業
約
 

１４
億
８
千
万
円
、
妊
婦
健
診
補
助
事
業

１
億
６
千
万
円
、
新
一
般
廃
棄
物
中
間

処
理
施
設
建
設
事
業
約
２５
億
７
千
万
円
、

暮
ら
し
の
防
犯
事
業
約
４
千
万
円
、
図

書
館
交
流
プ
ラ
ザ
事
業
約
１３
億
６
千
万

円
、
林
業
振
興
事
業
約
１
億
９
千
万
円
、

問
合
せ
支
援
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
約
３

千
万
円
な
ど
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
 

　
次
に
、「
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

主
な
事
業
の
内
容
と
そ
の
評
価
は
」
と

質
疑
が
あ
り
、
「
本
宿
保
育
園
の
園
舎

改
築
事
業
、
私
立
保
育
園
の
緊
急
地
震

速
報
整
備
事
業
、
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
整
備

事
業
、
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当
な

ど
の
子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
、

延
長
保
育
や
一
時
保
育
実
施
園
の
拡
大
、

０
歳
児
か
ら
３
歳
児
を
持
つ
親
を
対
象

に
し
た
わ
い
わ
い
子
育
て
講
座
の
開
催
、

家
庭
教
育
学
級
の
開
催
、
中
学
校
卒
業

ま
で
の
入
院
・
通
院
医
療
費
の
自
己
負

担
分
を
助
成
す
る
制
度
な
ど
を
実
施
し
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
整

備
を
推
進
で
き
た
」
と
答
え
た
。
 

    ◇
歳
入
 

・
市
税
 

　
「
市
税
の
現
年
度
分
と
滞
納
繰
越
分

の
収
納
内
容
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
収

納
率
は
１９
年
度
を
０
・
１
％
上
回
る
９４
・

７
％
で
あ
っ
た
。
現
年
度
分
は
対
前
年

度
比
０
・
１２
％
減
の
９８
・
３９
％
、
滞
納

繰
越
分
は
２
・
１２
％
増
の
１９
・
９３
％
で

あ
っ
た
。
滞
納
繰
越
分
は
、
預
金
を
始

め
、
債
権
差
し
押
さ
え
を
重
点
的
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
を
大

き
く
上
回
っ
た
も
の
の
、
現
年
度
分
は
、
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質
疑
 

質
　
疑
 

決算特別委員会委員 
◎委員長　　○副委員長 

◎原田　範次　○蜂須賀喜久好 

　吉口　二郎　　神谷　寿広 

　安形　光征　　鈴木　雅登 

　加藤　　学　　竹下　寅生 

　山崎　憲伸　　田口　正夫 

　新海　正春　　清水　克美 

　野澤　幸治　　村越　恵子 

　山本　雅宏　　中根　勝美 

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
平
成
　
年
度

の
決
算
認
定
議
案
「
一
般
・
特
別
会
計
」
、

「
病
院
事
業
会
計
」
、
「
水
道
事
業
会
計
」

の
３
件
は
、
　
人
で
構
成
す
る
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
の
う
え
審

査
し
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
 

平成20年度決算をどうみるか 

19年度決算額 

2,067,896 

1,500,565 

709,340 

4,277,801 

2,884,446 

1,742,848 

105,589 

2,276,343 

4,124,780 

11,287,027

伸び率 

▲ 0.4 

8.4 

0.5 

2.8 

▲ 30.1 

5.6 

5.9 

3.5 

4.4 

▲ 5.0

構成比 

19.2 

15.2 

6.6 

41.0 

18.8 

17.2 

1.0 

22.0 

40.2 

100.0

20年度決算額 

2,059,971 

1,626,891 

712,674 

4,399,536 

2,015,474 

1,840,124 

111,816 

2,355,292 

4,307,232 

10,722,242

科   　　目 

人件費 

扶助費 

公債費 

計（義務的経費） 

投資的経費 

物件費 

維持補修費 

その他 

計 

合　計 

20年度一般会計歳出決算額の構成 ［単位　万円、％］ 

19年度決算額 

6,792,406 

2,111,480 

8,903,886 

97,603 

919,691 

467,118 

602,650 

746,839 

2,833,901 

11,737,787

伸び率 

0.9 

▲ 20.2 

▲ 4.1 

3.8 

▲ 11.2 

5.4 

▲ 11.9 

▲ 4.5 

▲ 6.3 

▲ 4.6

構成比 

61.2  

15.1  

76.3  

0.9  

7.3  

4.4  

4.7  

6.4  

23.7  

100.0 

20年度決算額 

6,855,889 

1,685,916 

8,541,805 

101,274 

816,865 

492,259 

531,030 

713,560 

2,654,988 

11,196,793

科   　　目 

市税 

その他 

計（自主財源） 

地方交付税 

国庫支出金 

県支出金 

市債 

その他 

計（依存財源） 

合　計 

20年度一般会計歳入決算額の構成 ［単位　万円、％］ 

14億
2,07

9万円
 

63億
4,31

0万円
 

1,07
2億2

,242
万円
 

1,11
9億6

,793
万円 

（47
億4,
551
万円
） 

1,10
8億1

,000
万円 歳

出
決
算 

歳
入
決
算 

当
初
予
算 

補
正
予
算 

19年度からの繰越予算 

21年度への 
繰越財源 
6億5,728万円 

一般会計の決算収支状況 

40億
8,82

3万円
 

純
剰
余
金 

歳入歳出差引額 
47億4,551万円 

最終予算額 
1,185億7,389万円 

２０ 

１６ 



６ 

経
済
状
況
の
影
響
に
よ
る
失
業
者
の
増

加
な
ど
に
よ
り
低
下
し
た
」
と
答
え
た
。
 

◇
歳
出
 

・
総
務
費
 

　
「
ま
ち
バ
ス
の
利
用
実
績
と
運
用
効

果
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
東
西
、
南

北
ル
ー
ト
で
年
間
１４
万
４
８
３
１
人
の

利
用
が
あ
り
、
１９
年
度
比
約
１
・
６
倍

に
増
加
し
た
。
ま
ち
バ
ス
に
乗
っ
て
買

い
物
を
し
た
場
合
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
買

い
物
乗
車
券
に
よ
る
乗
車
は
、
１
月
当

た
り
平
均
３
０
２
８
回
で
、
２
・
６
倍

の
利
用
増
と
な
っ
て
い
る
。
げ
ん
き
館

や
り
ぶ
ら
へ
の
接
続
に
よ
る
利
便
性
の

向
上
や
沿
線
商
店
街
と
連
携
し
た
活
用

促
進
策
に
よ
り
利
用
者
が
増
え
、
高
齢

者
を
中
心
に
沿
線
住
民
の
移
動
手
段
と

し
て
効
果
が
表
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

・
民
生
費
 

　
「
高
齢
者
生
き
が
い
施
設
整
備
基
本

構
想
に
つ
い
て
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

数
の
増
加
を
背
景
に
、
高
齢
者
の
就
労

支
援
、
社
会
参
加
支
援
、
趣
味
教
養
な

ど
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り

支
援
の
四
つ
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

高
齢
者
の
福
祉
専
門
分
科
会
で
の
審
議

や
関
係
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、

連
携
し
て
施
策
を
展
開
す
る
拠
点
施
設

の
基
本
構
想
を
策
定
し
た
。
今
後
は
、

基
本
構
想
に
沿
っ
て
、
財
政
状
況
を
見

な
が
ら
具
体
的
な
機
能
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。
 

 

・
衛
生
費
 

　
「
小
児
救
急
医
療
対
策
事
業
協
議
会

に
つ
い
て
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
小

児
救
急
出
前
講
座
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

小
児
救
急
の
活
用
、
こ
ど
も
の
急
病
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
充
実
、
市
独
自
の
電
話

相
談
事
業
な
ど
の
協
議
を
行
い
、
小
児

保
護
者
の
不
安
を
取
り
除
く
検
討
を
行

っ
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
３
万
２
千
部

増
刷
し
、
市
民
課
、
支
所
、
保
育
園
・

幼
稚
園
、
市
民
病
院
な
ど
で
配
布
し
た
。

ま
た
、
保
育
参
観
や
予
防
接
種
で
小
児

救
急
出
前
講
座
を
開
催
し
、
か
か
り
つ

け
医
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
、
感
染
症

予
防
の
必
要
性
を
説
明
し
、
小
児
救
急

医
療
体
制
を
守
り
育
て
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
た
」
と
答
え
た
。
 

・
労
働
費
 

　
「
失
業
率
、
有
効
求
人
倍
率
と
も
過

去
最
低
を
更
新
し
、
雇
用
環
境
悪
化
か

ら
事
業
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
る

岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
利
用

状
況
及
び
利
用
人
数
を
伺
う
」
と
質
疑

が
あ
り
、
「
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
利
用
は
県
認
定
事
業
訓
練
が
１
１
１

５
回
で
延
べ
８
２
８
０
人
、
職
業
訓
練

の
研
修
、
講
習
に
よ
る
利
用
が
９
９
５

回
で
延
べ
２
１
０
６
５
人
、
技
能
検
定

が
２３
回
で
延
べ
８
８
８
人
、
会
議
、
集

会
、
展
示
会
等
が
１
７
３
８
回
で
延
べ

４
１
８
４
５
人
、
住
民
講
座
が
２
５
８

回
で
延
べ
５
０
９
１
人
、
合
計
４
１
２

９
回
、
７
７
１
６
９
人
と
い
う
状
況
で

あ
っ
た
」
と
答
え
た
。
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水道事業会計経営成績 

水

道

事

業

費

用 

58億9,007万円 

営業費用 
・原水及び浄水費 
　 20億8,074万円 
・配水及び給水費 
　 5億2,951万円 
・減価償却費 
　 17億6,723万円 
・その他 

9億9,625万円 

特別損失 
　3,306万円 

特別利益 
649万円 

営業外費用 
・支払利息 
　 4億4,958万円 
・その他 

3,370万円 

20年度純利益 
9億7,076万円 

水

道

事

業

収

益 

68億6,083万円 

営業収益 
・給水収益 
　 64億8,466万円 
・その他営業収益 
　 2億6,896万円 
・その他 

383万円 

営業外収益 
・他会計負担金 

5,003万円 
・その他 

4,686万円 

病院事業会計経営成績 

病

院

事

業

費

用 

173億961万円 

医業費用 
・給与費 
　 75億5,897万円 
・材料費 
　 44億7,588万円 
・経費 
　 30億592万円 
・その他 
　 13億1,284万円 

特別損失 
　7,331万円 

特別利益 
　 1億6,844万円 

医業外費用 
　 8億8,269万円 

20年度純損失 
6億5,730万円 

病

院

事

業

収

益 

166億5,231万円 

医業収益 
・入院収益 
　107億4,201万円 
・外来収益 
　 36億6,583万円 
・その他 
　 4億4,388万円 

医業外収益 
・他会計負担金 
　 14億834万円 
・その他 
　 2億2,381万円 

（各会計損益計算書より） 



おかざき農遊館 

市民病院 

７ 

特
別
会
計
 

企
業
会
計
 

・
農
林
業
費
 

「
お
か
ざ
き
農
遊
館
、
ふ
れ
あ
い
ド
ー

ム
岡
崎
の
売
り
上
げ
と
市
へ
の
繰
り
入

れ
状
況
に
つ
い
て
伺
う
」
と
質
疑
が
あ

り
、
「
平
成
２０
年
度
の
売
り
上
げ
は
、

農
遊
館
が
７
億
１
７
６
９
万
１
０
０
０

円
、
前
年
度
対
比
１
１
０
・
２
％
、
ふ

れ
あ
い
ド
ー
ム
が
６
億
８
７
３
９
万
円
、

１
０
７
・
８
％
で
過
去
最
高
の
売
り
上

げ
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
輸
入
農
産
物
に

対
す
る
不
安
や
、
食
の
安
全
安
心
、
地

産
地
消
ブ
ー
ム
の
影
響
も
あ
り
売
り
上

げ
が
伸
び
た
。
指
定
管
理
者
と
の
年
度

協
定
に
よ
り
、
市
へ
の
還
元
金
は
１
５

７
万
９
０
９
１
円
と
な
り
平
成
２１
年
度

の
歳
入
と
し
て
市
へ
納
入
さ
れ
る
」
と

答
え
た
。
 

・
商
工
費
 

「
観
光
客
誘
致
対
策
に
つ
い
て
伺
う
」

と
質
疑
が
あ
り
、
「
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト

の
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ

シ
な
ど
を
作
成
し
、
市
内
観
光
地
の
紹

介
と
合
わ
せ
て
観
光
宣
伝
に
努
め
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
の
京
都
駅
、
金
沢
市
、
福
山

市
、
石
垣
市
、
関
ヶ
原
町
、
藤
枝
市
に

出
向
い
て
の
地
場
産
業
の
紹
介
や
観
光

宣
伝
、
さ
く
ら
ま
つ
り
の
前
に
は
、
マ

ス
コ
ミ
数
社
を
訪
問
し
た
り
、
県
や
近

隣
市
町
と
連
携
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
、
鉄
道
事
業
者
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
へ
の
呼
び
か
け

等
を
実
施
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

・
土
木
費
 

「
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
道
の
駅

地
域
振
興
施
設
の
内
容
は
」
と
質
疑
が

あ
り
、
「
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
市
民
団
体
活
動
の
育
成
・
支
援
、

市
民
の
文
化
活
動
の
支
援
と
研
修
や
発

表
の
場
の
機
能
を
持
つ
施
設
で
、
親
子

で
利
用
で
き
る
プ
レ
イ
ル
ー
ム
や
２
０

０
人
が
利
用
で
き
る
ホ
ー
ル
な
ど
の
交

流
施
設
、
防
災
活
動
室
な
ど
が
あ
る
。

道
の
駅
地
域
振
興
施
設
は
、
道
路
、
観

光
、
物
産
な
ど
の
情
報
発
信
と
農
林
産

物
、
特
産
品
な
ど
物
産
販
売
に
よ
り
地

域
の
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
と
と
も
に

ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
息
機
能
を
国
道
１
号

利
用
者
と
市
民
に
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
答
え
た
。
 

・
消
防
費
 

「
防
災
マ
ッ
プ
デ
ー
タ
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、
「
平
成
２０

年
８
月
末
豪
雨
を
貴
重
な
教
訓
と
し
て
、

従
来
の
東
海
地
震
等
の
地
震
中
心
と
し

た
内
容
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
含
む
風
水
害

の
内
容
を
加
え
大
幅
に
充
実
さ
せ
た
。

具
体
的
に
は
浸
水
深
を
色
分
け
し
た
８

月
末
豪
雨
浸
水
実
績
図
を
掲
載
し
、
本

年
３
月
の
防
災
計
画
の
修
正
内
容
を
反

映
さ
せ
、
新
た
な
考
え
方
を
導
入
し
た

緊
急
待
避
所
を
始
め
と
す
る
避
難
方
法

の
記
述
や
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
緊
急

速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
防
災
ラ
ジ
オ
な

ど
の
新
た
な
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て

の
記
述
を
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ

た
」
と
答
え
た
。
 

・
教
育
費
 

「
む
か
し
館
の
展
示
と
入
館
者
数
は
」

と
質
疑
が
あ
り
、
「
展
示
は
、
昔
の
暮

ら
し
と
い
う
回
転
ス
テ
ー
ジ
が
基
本
と

な
っ
て
い
て
、
昭
和
１０
年
代
と
３０
年
代

を
交
互
に
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
季
節

に
あ
っ
た
展
示
物
を
展
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
企
画
展
と
し
て
、
『
岡
崎
城
の

記
憶
』
、
『
市
内
電
車
が
走
っ
て
い
た

頃
の
岡
崎
』
を
実
施
し
た
。
入
館
者
数

で
あ
る
が
、
む
か
し
館
と
ジ
ャ
ズ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
年
間
２４
万
人
と
い

う
想
定
を
し
て
い
た
が
、
５
カ
月
間
で
 

２０
万
人
と
倍
程
度
の
入
館
が
あ
る
」
と

答
え
た
。
 

  ◇
介
護
保
険
特
別
会
計
 

「
特
定
高
齢
者
の
通
所
型
予
防
事
業
の

状
況
及
び
効
果
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
運
動
機
能
向
上
関
係
は
、
平
成
１８
年

度
、
１９
年
度
、
２０
年
度
そ
れ
ぞ
れ
１
５

４
人
、
８
１
４
人
、
１
０
７
０
人
。
栄

養
改
善
は
、
６
人
、
２
４
９
人
、
４
０

０
人
。
口
腔
機
能
向
上
は
、
２２
人
、
２

０
０
人
、
３
９
５
人
と
い
ず
れ
も
増
加

し
た
。
効
果
は
、
通
所
型
介
護
予
防
事

業
収
容
主
観
的
健
康
観
に
つ
い
て
、
７５

％
か
ら
８５
％
の
方
が
健
康
状
態
の
維
持
、

改
善
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
」と
答
え
た
。 

  ◇
病
院
事
業
会
計
 

「
昨
年
度
と
比
較
し
、
純
損
失
が
６
億

５
０
０
０
万
円
余
と
減
少
し
た
要
因
は
」

と
質
疑
が
あ
り
、
「
産
婦
人
科
医
師
が

４
人
か
ら
８
人
体
制
と
な
り
診
療
制
限

解
除
が
で
き
た
こ
と
、
外
来
で
は
血
液

内
科
・
外
科
の
化
学
療
法
件
数
の
増
、

入
院
で
は
産
婦
人
科
な
ど
の
手
術
件
数

の
増
、
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
な
ど
に

よ
る
患
者
一
日
一
人
当
た
り
の
単
価
増

が
図
ら
れ
た
こ
と
及
び
経
費
の
徹
底
的

な
見
直
し
に
よ
る
委
託
料
の
削
減
な
ど

に
よ
り
縮
減
し
た
」
と
答
え
た
。
 

◇
水
道
事
業
会
計
 

「
大
西
及
び
竜
泉
寺
配
水
場
配
水
池
工

事
の
内
容
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、「
建
設

後
４０
年
以
上
が
経
過
し
耐
震
性
に
乏
し

く
貯
留
容
量
が
少
な
い
た
め
、
１
日
の

給
水
量
の
約
半
分
と
な
る
１２
時
間
分
の

容
量
を
確
保
す
る
と
と
も
に
耐
震
性
を

持
た
せ
安
定
給
水
を
図
る
。
ま
た
緊
急

遮
断
弁
を
設
置
す
る
こ
と
で
災
害
時
に

お
け
る
緊
急
水
源
と
も
な
る
」と
答
え
た
。 

 

平成 年度決算審査 20


